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殖能を調べるため、 GST-Pとsilver-stainednuclcolar organizer rigionsの竺章染色を実施したが、
クマペリンによる細胞増殖能への影響はみられなかった。そこで実験2では早期における肝の変化を調べ
るため、 DENとクマペリンを実験 lと同様に校与し、 DEN投 1)-後8時間の肝についてproliferating
ceJI nuclear antigen (PCNA)陽性率、アボトーシスおよひやcytochro腕 P450 2E I (CYP2E 1)の誘導能
を検索した。その結果、イニシエーション直後の肝臓ではクマペリンがPCNA陽性三容を抑制する傾向をもた
らした。しかしアポトーシスあるいはCYP2Elの誘導能に対する影響は明らかで、はなかった。以上、植物由
来の3化合物、特にクマペリンがラット肝発癌イニシエーション期において発癌抑制作用を示し、それに
は早期の細胞増殖に対する抑制作用が関ラーしている可能性が明らかにされた。本研究は植物山来成分に特
化学予防物質を見いだし、またその作用機序の一端を検討した点で評価しうるものであり、癌の一次予防
に寄与するものと考えられる。よって著者は惇士(医学)の学位を授与されるに値するものと認められた。
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